




搬出なしの 3 つの搬出方法を用いて小班単位で、植林から主伐までの 60 年伐期全体の経済収支を算出した。その











　The purpose of this study is to clarify feasibility of forest biomass harvesting under sustainable forest management in 
Nasushiobara city and Kanuma area. Economic balances regarding 60 years rotation were estimated based on two types of timber 
harvesting system (conventional system conducted by chainsaw and mini-forwarder, and mechanized system introducing processor 
and forwarder) and three types of forest biomass harvesting system (normal forest biomass harvesting system, the system taking 
over forest biomass at landing, and no forest biomass harvesting system) in each sub-compartment. The results showed forest 
biomass harvesting had a large impact on economic balances regarding 60 years rotation and most sub-compartments were 
extracted as profitable sub-compartments in case of the mechanized system introducing processor and forwarder, and the system 
taking over forest biomass at landings among two types of timber harvesting system and three types of forest biomass harvesting 
system. Thus, forest biomass harvesting contributed to sustainable forest management under certain timber and forest biomass 
harvesting system. The most profitable timber and forest biomass harvesting system for sub-compartments were influenced by 
areas and average slope angles of sub-compartments. Applying the appropriate timber and forest biomass harvesting system　
for each sub-compartment improved economic balances and the number of profitable sub-compartments was increased on both 
areas. Economic balances for small sub-compartments tended to be negative. However, economic balances for almost all sub-
compartments on both areas were profitable with extending forestry-operation sites while merging small sub-compartments based 
on water catchment areas and applying the appropriate harvesting system. If any forest road networks were not established in the 
future, the number of profitable sub-compartments was reduced from 2,879 to 1,801 in Nasushiobara city and from 23,551 to 
8,940 in Kanuma area. Therefore, applying the appropriate harvesting system, extending forestry-operation sites, and forest road 
network establishment reduced costs and were effective for forest biomass harvesting as well as timber harvesting.
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林が 24,981ha で、民有林は 13,708ha である。本研究
の対象である民有林のスギ林分は 2,850ha（7,340 小
班）、ヒノキ林分は 1,103ha（2,521 小班）、計 3,953ha
（9,861 小班）と総面積の 6％程度である。戦後の拡大
















































































那須塩原市においては緩傾斜地の目標値 35 ～ 50m/
ha17）内に収まるため、妥当と考えられるものの、鹿
沼地区においては、中傾斜地の目標値 25 ～ 40m/ha17）










須塩原市の作業地 3 箇所 13）、那須町の作業地 3 箇所、
鹿沼市の作業地 2 箇所、合計 8 箇所において平均林地
傾斜と作業路網密度を求め、近似式を作成したとこ
ろ（図− 10）、信頼度 R 2 が 0.77 と高い値を得たため、
本研究では平均傾斜から作業路網密度を算出すること
とした。
























































着価格 3,000 ～ 5,000 円 / トン 6）を想定しているため、
収益が得られるよう、計画最大値の 5,000 円 / トンを
用い、単位を揃えるために比重（表− 2）を乗じた
3,400 円 /m3 として通常搬出の場合の収入を試算した。
また、土場渡しでは 1,000 円 /m3 とし 18）、用材の価格




齢 25 年）は間伐率 20％、通常搬出は搬出ありの標準
単価 346,329 円 /ha、森林バイオマス土場渡しと切捨
間伐は搬出なしの標準単価 94,440 円 /ha、2 回目間伐
（林齢 40 年）は間伐率 30％、すべての搬出方法で搬
出ありの標準単価 497,335 円 /ha に査定係数 1.7 と資
源循環利用林の補助率 4/10 を乗じた値、235,504 円 /





















































50,000 円 / 台としたため、1 小班あたりの機械運搬費
は 100,000 円もしくは 150,000 円となる。










積み料を 700 円 /m3 に伐出材積 (m3) を乗じることに
より、組合・市場手数料 ( 円 ) は合わせて木材売上額
( 円 ) に 0.1 を乗じることにより算出した。
4.3.3　育林費
　大川畑 14）より、スギ、ヒノキを林齢 50 年まで育成





10 回、枝打ち 2 回、除伐 1 回となる。今回の試算では、
スギ、ヒノキそれぞれ再造林１回と、下刈り（１回刈り）
を 10 回、枝打ち 2 回（2 ｍ未満と 3.5m 未満）を受け
るものと仮定すると、スギの標準単価は 1,805,000 円
/ha、ヒノキは 1,793,000 円 /ha となった。補助率と査
定係数を造林補助金と同様 4/10 と 1.7 として算出する
と補助金は 1,227,400 円 /ha、1,219,240 円 /ha となり、
補助金を差し引いた育林費の自己負担額はスギ、ヒノ























































































































は 34 ～ 40％、導入型では 81 ～ 85％程度の小班が収
支プラスと、どちらの対象地でも機械導入型の効果が
見られた。育林費を考慮した 60 年伐期全体の収支で















































































ではどちらの対象地も 80 ～ 100％抽出されているが、








































































































































の 3 つに分けるとパターン A、B が急、パターン E、














ン B、C、G、は大、パターン A、D が中、パターン E、


























































隣り合う小班を 1 団地として抽出した（図− 22）。　
　この結果、那須塩原市は平均小班面積が 0.64ha か
ら平均団地面積 2.42ha へ、最大小班面積が 19.25ha か
ら最大団地面積 245.75ha へ、鹿沼地区では平均小班
面積が 0.75ha から平均団地面積 19.81 ha へ、最大小








数が那須塩原市は 5,756 小班から 1,519 団地へ、鹿沼














導入型を行うパターン F の 2 パターンに分けられた。






















バイオマス収穫可能量は約 71 万 m3、鹿沼地区ではお
よそ 690 万 m3、用材収穫可能量は那須塩原市で 115
万 m3、鹿沼地区で 1,100 万 m3 となった。これを伐期
の 60 年で割ると年間森林バイオマス収穫可能量は那




設が必要な森林バイオマス量は 4,000 トン / 年 6）と























小班に対して 2/3 程度の 1,801 小班、鹿沼地区は小班
数が多く、到達路網開設量（図− 9）が多いため、到
達路網開設を考慮した場合の 23,551 小班から 1/3 程度
の 8,940 小班に減少した。団地化後では那須塩原市が
1,456 団地から 1,126 団地、鹿沼地区では小班と同様
に到達路網開設量（図− 26）が多いため、1,237 団地
から 788 団地と大幅に減少した。
　表− 25 ～ 28 を比較すると明らかな通り、小班数の
減少は収穫量にも現れた。年間森林バイオマス収穫可
能量は那須塩原市では適正化後で 7,805m3/ 年、団地化
後で 14,350m3/ 年、鹿沼地区では適正化後で 50,313m3/
年、団地化後で 120,775m3/ 年、用材収穫可能量は那
須塩原市では適正化後で 12,575m3/ 年、団地化後で
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